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発
行
／
熊
野
町
　
編
集
／
総
務
部
地
域
振
興
課（
11月

１
日
発
行
）

広
報
く
ま
の
は
１
部
22円

で
印
刷
し
て
い
ま
す。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@town.kumano.hiroshima.jp
HP

’19
/ 11月

号
 N
o.545

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。
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切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。
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bo
ok

今
月
の
題
字

熊
野
中
学
校
２
年

 

嘉
本　

結
衣
さ
ん

町の人口と世帯数
令和元年９月30日
（前年同月比較）

　人口：23,944人 （－273）
　　男：11,578人 （－150）
　　女：12,366人 （－123）
世帯数：10,597世帯 （＋  8）

 （住民基本台帳）

◀　

熊
野
中
学
校　

３
年　

林　

希
風　

さ
ん

【
評
】
行
書
ら
し
い
柔
ら
か
さ

の
中
に
力
強
さ
が
あ
る
作
品

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
力

を
入
れ
る
所
、
軽
く
す
る
所

の
メ
リ
ハ
リ
が
よ
く
出
て
い

ま
す
。

◀　

熊
野
中
学
校　

２
年　

嘉
本　

結
衣　

さ
ん

【
評
】「
季
節
感
の
あ
る
装
飾

を
楽
し
む
」
と
い
う
題
材
で
、

和
菓
子
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
春
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

「
春
の
訪
れ
」
と
い
う
題
名
で

す
。
薄
ピ
ン
ク
の
饅
頭
に
小

さ
い
花
を
２
つ
あ
し
ら
っ
た
、

ス
ッ
キ
リ
と
し
て
い
て
、
セ

ン
ス
の
光
る
作
品
で
す
。

広告

　
「
茶
の
花
に
人
里
ち
か
き
山

路
か
な
」（
芭
蕉
）

　

新
芽
や
若
葉
を
茶
の
原
料
に

し
ま
す
。
中
国
西
南
部
原
産
で
、

奈
良
時
代
に
薬
用
と
し
て
固
形

茶
が
伝
来
。
一
説
に
は
平
安
時

代
初
期
、
最さ
い

澄ち
ょ
うが

唐
か
ら
種
子

を
持
ち
帰
っ
た
の
が
栽
培
の
始

ま
り
と
言
わ
れ
ま
す
。
鎌
倉
時

代
の
初
め
に
は
、
栄よ
う

西さ
い

が
宋
か

ら
抹
茶
を
導
入
。
栽
培
が
広
が

り
多
く
の
人
に
飲
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
や
が
て
日
本
独
自

の
茶
の
文
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
に
は
、
隠い
ん

元げ
ん

が

明み
ん

か
ら
煎
茶
を
伝
え
ま
し
た
。

　

日
本
に
渡
来
し
た
の
は
、
小

型
の
変
種
シ
ネ
ン
シ
ス
（
「
中
国

の
」
の
意
）
で
主
に
緑
茶
用
で
す
。

　

茶
は
世
界
的
な
飲

料
に
も
な
り
ま
し
た
。

世
界
で
生
産
さ
れ
る

茶
の
大
部
分
は
紅
茶
、

２
〜
３
割
が
緑
茶
、

約
５
％
が
烏
龍
茶
な

ど
で
す
。
色
も
香
り

も
味
も
全
く
違
い
ま

す
が
、
原
料
は
同
じ

チ
ャ
ノ
キ
で
す
。
紅

茶
は
発
酵
茶
、
緑
茶
は
非
発
酵

茶
、
烏
龍
茶
は
半
発
酵
茶
で
す
。

　

常
緑
低
木
で
、
葉
は
短
い
柄

が
あ
り
互
生
し
ま
す
。
縁
に
細

か
い
鋸
歯
が
あ
り
ま
す
。

　

花
期
は
10
〜
11
月
。
葉
の
腋

に
１
〜
３
個
の
花
を
下
向
き
に

咲
か
せ
ま
す
。
直
径
２
〜
３
㎝
、

白
い
花
弁
は
５
〜
７
枚
。
雄
し

べ
は
多
数
で
白
色
、
先
端
の
葯

は
黄
色
で
す
。
花
柄
が
長
く
て

下
向
き
に
曲
が
る
の
が
、
ツ
バ

キ
と
の
違
い
の
一
つ
で
す
。

　

果
実
は
歪
ん
だ
球
形
で
、
翌

年
の
秋
に
熟
す
と
３
裂
し
ま
す
。

種
子
は
褐
色
、
ほ
ぼ
球
形
で
直

径
１
㎝
ほ
ど
で
す
。

 
【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

熊野の自然（362）
チャノキ

 （ツバキ科）

令和元年11月号　－ 20 －


